














In this article, we will discuss the life history of Mr. Kiichiro Omata who was in the Samata Company, the background 
and process of joining the Emigration of Youth Troops to Manchuria-Mongolia Areas from Gunma Prefecture, and the 
statement after the war. Emigration of Youth Troops to Manchuria-Mongolia Areas are groups that has been expected that 16 
to 19 years old’s young people who have been trained were responsible for local development and military complementation 
in the Manchuria (currently Northeast China). 19 militia forces have been sent from Gunma Prefecture, and the number of 
them is said to be 1,609. The latest record that includes the Samata Company is “The 30th Anniversary Commemorative 
Magazine”, other than that, there is no document that comprehensively describes the experience of the Emigration of Youth 
Troops to Manchuria-Mongolia Areas from Gunma Prefecture. Their experiences are still one of the story nobody knows. 
After the war, they could not talk about the experience of the Emigration of Youth Troops to Manchuria-Mongolia Areas for 
a long time, and the book is going to be buried without getting in the spotlight. Now that fewer people are able to talk about 
their experiences, we need to record the history of the Emigration of Youth Troops to Manchuria-Mongolia Areas.
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Experiences of Emigration of Youth Troops to Manchuria-Mongolia Areas 
from Gunma Prefecture (Samata Company):




























1 第一次 老琥　義勇隊開拓団 北安省嫩江県老琥溝
2 同 竜頭　義勇隊開拓団 東安省宝清県竜頭
3 同 虎山　義勇隊開拓団 東安省林口県虎山
4 同 万竜　義勇隊開拓団 東安省勃利県万竜
5 同 昭光　義勇隊開拓団 吉林省敦化県昭光屯
6 同 尚家　義勇隊開拓団 浜江省肇東県尚家
7 第二次 牙克石義勇隊開拓団 興安北省索倫旗牙克石
8 同 小興凱義勇隊開拓団 東安省蜜山県馬家崗村
9 同 共栄　義勇隊開拓団 北安省嫩江県座虎灘
10 同 昭北　義勇隊開拓団 北安省綏稜県安古鎮
11 同 竜湖　義勇隊開拓団 東安省勃利県七台河村
12 同 瑞代　義勇隊開拓団 浜江省葦河県華安
13 第三次 神利　義勇隊開拓団 浜江省五常県南沖河
14 同 南台子義勇隊開拓団 吉林省敦化県黒石村
15 同 照国　義勇隊開拓団 黒河省孫克県哈拉気口子
16 第四次 大利根義勇隊開拓団 北安省慶安県中欧根
17 第五次 揚家　義勇隊開拓団 北安省嫩江県楊家
18 第六次 鐵驪　義勇隊訓練所佐俣中隊 北安省慶案県鐵驪





し，第二次は 1939年，第三次は 1940年，第四次は 1941年，第五次は 1942年，第六次は 1943年，第七次
は 1944年の入隊者である。群馬県に第八次はないが，他県では第八次の義勇軍もある。満洲開拓史刊行会








次数 隊名 執筆者 隊員の出身道府県 内原入所年月日
第一次 老琥義勇隊開拓団 本多嘉義 群馬，新潟，福島 1938年（昭和 13年）2月 11日
第一次 竜頭義勇隊開拓団 近藤朋三郎 群馬，香川，静岡，石川，大阪 1938年（昭和 13年）5月 7日
第一次 虎山義勇隊開拓団 佐藤國治 群馬，秋田，静岡 1938年（昭和 13年）5月 7日




1938年（昭和 13年）9月 21日 2）





第二次 牙克石義勇隊開拓団 鈴木豊吉 群馬，新潟，長野，高知，香川，
熊本
1939年（昭和 14年）2月 3日
第二次 小興凱義勇隊開拓団 原田要・斎藤喜代八 群馬，栃木，佐賀，その他 1939年（昭和 14年）4月 10日
第三次 神利義勇隊開拓団 大谷吉三 富山，群馬 1940年（昭和 15年）3月 28・29日
第四次 大利根義勇隊開拓団 内川清 群馬 1941年（昭和 16年）2月 3日
第五次 揚家義勇隊開拓団 青木俊明，他 群馬，愛知 3） 1942年（昭和 17年）3月 6日
第六次 鐵驪義勇隊訓練所佐俣中隊 清水雄太郎 群馬，埼玉 1943年（昭和 18年）3月 5日














































発行年 書名 編集 出版社・発行元 備考
1 1965年 拓友（佐俣中隊の記録） 鐵驪拓友会 無記名 非売品・小俣氏所蔵
2 1974年 群馬県復員援護史 群馬県県民生活部世話課 群馬県 群馬県拓友協会所蔵































































隊員県別数 群馬県 151名，埼玉県 124名，送出時 275名，五小隊編成となる。
内原訓練所
入所年月日
昭和 18年 3月 5日。当日の午前，県内各地より前橋市立中川小学校に終結，県主催び壮行式後，内原訓練所に向け出発。
入所後 3月 31日埼玉中隊と合併，幹部先生五名，隊員 275名，5個小隊に編成される。





























































































































































































































































































































































１） 群馬県拓友協会事務局長の高橋勇夫氏からの聞き取り（2019年 11月 5日，電話にて）
２） 『群馬拓友協会 30周年記念誌』には，「昭和 13年 9月 21日に内原訓練所に集合する」と記されている（群
馬満蒙拓魂之塔建立三十周年記念誌編纂委員会編：2004）
３） 星野輝義氏からの聞き取り（2019年 11月 1日，群馬県拓友協会にて）。なお，本稿における星野氏か
らの聞き取りは全て 2019年 11月 1日のものであり，群馬満蒙開拓歴史研究会の東宮春夫氏，群馬県拓
友協会事務局長の高橋勇夫氏が同席したが，聞き取りは筆者が行った。）






５） 小俣喜一郎氏からの聞き取り（2019年 10月 31日，小俣氏の自宅にて）















応募動機 教師の指導 本人の意思 父兄の奨め 友人の奨め 官公吏の指導 義勇隊の通信 その他 合計
















10） 小俣喜一郎氏からの聞き取り（2019年 10月 31日，小俣氏の自宅にて）
11） 小俣喜一郎氏からの聞き取り（2019年 10月 31日，小俣氏の自宅にて）
12） 長野県では，義勇軍シンポジウム実行委員会により，2019年 11月現在，第 1回から第 9回までの『「満
蒙開拓青少年義勇軍」シンポジウム記録集』が発行され，2019年 10月 5日には，第 10回シンポジウ
ムが長野県松本市で開かれた。同シンポジウムの実行委員が関わる書籍として，長野県歴史教育者協議
会編（2000）も出版されている。
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